
を
整
え
て
休
養
を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

う
つ
病
は
「
自
然
に
治
る
」
と
か
「
が
ん
ば
れ

ば
な
ん
と
か
な
る
」
と
考
え
て
、
つ
ら
さ
を
我
慢

し
て
い
る
う
ち
に
う
つ
病
を
こ
じ
ら
せ
て
（
重
症

化
さ
せ
て
）
し
ま
う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

重
症
化
す
る
と
「
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
・
・
」

と
自
殺
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
人
が
う
つ
病
か
ら
回
復
し
て
い
ま
す
。
お

か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
が
ま
ん
せ
ず
に
で
き

る
だ
け
早
く
か
か
り
つ
け
医
や
精
神
科
、
心

療
内
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
事
業
の
ご
案
内
】

～
最
近
眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
む
、
食
欲
が
な
い
、

物
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
な
ど
、
ご
自

身
の
不
調
や
、
ご
家
族
の
様
子
に
悩
ん
で
い
る
方
へ
～

・
心
の
健
康
相
談

　

飛
騨
保
健
所
で
は
、
精
神
科
医
に
よ
る
心
の

健
康
相
談(

無
料)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
下
呂

市
内
の
会
場
で
１
ヶ
月
に
１
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
住
所
地
以
外
の
会
場
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
た
は
各
地
区
の

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 

岐
阜
県
飛
騨
保
健
所　

健
康
増
進
課　
　

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１　

内
線
３
１
１ 

】

次
の
窓
口
は
精
神
科
の
病
院
に
併
設
さ
れ
、

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
南
ひ
だ
心
の
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
０
・
４
２
２
３
・
３
７
９
４

　

月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

　

☎
０
５
７
７
・
72
・
５
０
２
３

　

月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
脳
の
神
経
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
心
や
体
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
な

く
な
る
こ
と
で
お
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
精
神
的
な
病
気
と
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
左
上
の
図
に
あ
る
よ
う
に
様
々
な
身
体

症
状
が
現
れ
て
、
心
も
体
も
全
体
的
に
不
調
に
お

ち
い
っ
て
し
ま
う
心
と
体
の
病
気
で
す
。

●
う
つ
病
と
睡
眠
に
つ
い
て

　

う
つ
病
に
か
か
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
睡

眠
に
障
害
を
き
た
し
ま
す
。
う
つ
病
と
不
眠
に

は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
気
が
か
り
な
こ
と

が
あ
る
と
寝
つ
き
が
悪
く
な
る
の
は
誰
に
で
も

あ
る
こ
と
で
す
が
、
体
が
疲
れ
て
い
て
ゆ
っ
く

り
眠
り
た
い
の
に
夜
中
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う

（
中
途
覚
醒
）
と
か
、
朝
早
く
に
目
覚
め
て
し

ま
っ
て
十
分
に
眠
れ
な
い（
早
期
覚
醒
）と
い
っ

た
不
眠
症
が
う
つ
病
の
初
期
に
は
よ
く
現
れ
ま

す
。
休
み
の
日
を
含
め
て
２
週
間
以
上
不
眠
が

続
く
と
き
は
う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

●
う
つ
病
の
治
療
は
？

　

薬
に
よ
る
治
療
が
基
本
で
す
。
抗
う
つ
薬
に
よ
っ

て
脳
の
神
経
伝
達
が
円
滑
に
な
り
、
う
つ
病
の
症

状
が
改
善
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

薬
に
よ
る
治
療
と
あ
わ
せ
て
、
職
場
や
家
庭
の
環
境

●
う
つ
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

う
つ
病
は
、
は
っ
き
り
し
た
身
体
の
病
気
が
な

い
の
に
、
心
身
と
も
に
調
子
が
悪
く
な
り
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
病
気
で
す
。

強
い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
気
の
持
ち
よ
う
」

と
か
「
心
の
弱
さ
」
か
ら
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
う
つ
病
」は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
的
な
病
気
で
す
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

５
・
６
月
の
担
当
医

5 月
3
日
（
　
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

4
日
（
　
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

5
日
（
　
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

6
日
（
　
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

12
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

19
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

26
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

6 月
2
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

9
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

16
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

23
日
（
日
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

30
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
6
月
9
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　
金
山
病
院
へ
受
診
く
だ
さ
い
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

うつ病の主な症状

月
・祝

日
・祝

土
・祝

金
・祝

内　　　　容 訴　　　え

心の症状 気分の落ちみ、意欲低下 
集中力の低下

「気持ちが沈んで、やる気がでない」 
「テレビや新聞を見ても、頭に入っ
てこない」

睡眠 不眠の継続
特に中途覚醒・早朝覚醒

「毎日眠れていない」 
「目が覚めてしまって眠れない」

食欲 食欲低下、体重減少
「食欲がでてこない」
「急に体重が減った」 
「何を食べてもおいしくない」

全身倦怠感 体がだるい 「いつもだるい」「体が重い」

自律神経 動悸、めまい、発汗、
便秘など

「すぐにどきどきする」
「じっとり汗をかく」

ホルモン 性欲低下など 「性欲がなくなった」
疼痛等 頭痛、肩こり、腰痛など 「頭が痛い」「肩が痛い」「腰が痛い」
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マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
症
す

る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）」
と
呼
ば
れ
る
病
気
の
症
例
が
、
日

本
国
内
で
こ
れ
ま
で
に
数
例
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
発
熱
や
食
欲
低
下
や
嘔
吐
、
下
痢
等

の
症
状
が
あ
り
、
重
症
化
す
る
と
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
マ
ダ
ニ
が
多

く
生
息
す
る
草
む
ら
や
ヤ
ブ
等
に
入
る
と
き

は
、
次
の
事
に
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

●
肌
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
よ
う
に
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
靴
な
ど
を
着
用
す
る
。

●
肌
が
出
る
部
分
に
は
人
用
の
防
虫
ス
プ

レ
ー
を
噴
霧
す
る
。

●
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、
腰
を
下
ろ

し
た
り
し
な
い
よ
う
敷
物
等
を
敷
く
。

●
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
、
体
を
よ
く

洗
っ
て
服
を
着
替
え
る
。

●
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時
は
、
つ
ぶ
し
た

り
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
で
き

る
だ
け
医
療
機
関
で
処
理
し
て
も
ら
う
。

　

マ
ダ
ニ
は
人
や
動
物
に
取
り
付
く
と
皮

膚
に
し
っ
か
り
と
食
い
つ
き
、
数
日
間
、

血
を
吸
い
ま
す
。
こ
の
際
、
無
理
に
引
き

抜
こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚

内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
医
療
機
関
で
処
置
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
咬

ま
れ
た
後
に
発
熱
や
食
欲
低
下
、
嘔
吐
な

ど
の
症
状
が
出
ま
し
た
ら
、
早
め
に
医
療

機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
、

次
の
医
療
機
関
で
５
月
中
旬
頃
よ
り
検
診

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
バ
ス

で
の
集
団
検
診
は
６
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
で
対
象
の
方
、
社
会

保
険
等
に
加
入
さ
れ
市
の
検
診
を
希
望
さ

れ
た
方
に
は
５
月
中
旬
に
受
診
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
積
極
的
に
受
診
し
て
自

分
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・
黒
木
医
院
、
下
呂
温
泉
病
院
、
久
美
愛

厚
生
病
院
（
高
山
市
）

【
乳
が
ん
個
別
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・
金
山
病
院
、久
美
愛
厚
生
病
院（
高
山
市
）

詳
細
は
健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

献
血
を
次
の
場
所
で
行
い
ま
す
。
献
血

は
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
が
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
医
療
の
場
に
お
い
て

輸
血
は
重
要
な
治
療
法
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
５
月
21
日
（
火
）

10
時
～
12
時
30
分　

Ｋ
Ｙ
Ｂ
金
山
㈱ 

14
時
～
16
時
30
分　

金
山
病
院

●
６
月
５
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分　

下
呂
市
民
会
館

13
時
～
16
時　
　
　

下
呂
看
護
専
門
学
校

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）に
注
意
！

献
血
の
お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
の

　
　
　

個
別
検
診
が
始
ま
り
ま
す
！

ロコモをご存知ですか。

　

日
本
で
は
世
界
に
先
駆
け
て
高
齢
化
が
進
行

し
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
長
い
年
月
、
体
を
使
い
続
け
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
今
ま
で
の

対
策
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
障
害
も
増

加
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
寝
た
き
り
状

態
、
要
介
護
状
態
の
予
防
の
た
め
に
も
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
ロ
コ
モ
と
は

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症

候
群
）
の
略
語
で
日
本
整
形
学
会
が
２
０
０
７
年

に
新
た
に
提
唱
し
ま
し
た
。
運
動
器
の
障
害
に
よ

り
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
の
こ
と
で

す
。「
人
間
は
運
動
器
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
る
。
運
動
器
の
障
害
に
は
、
医
学
的
評
価
と

対
策
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
日
々
意
識

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
動

脈
硬
化
が
本
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ロ
コ
モ
は

運
動
器
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

運
動
器
と
は
、
骨
・
関
節
・
靱
帯
、
脊
椎
・

脊
髄
、
筋
肉
・
腱
、
末
梢
神
経
な
ど
、
体
を
支

え(

支
持)

、
動
か
す(

運
動
・
移
動)

役
割
を

す
る
器
官
の
総
称
で
す
。

◎
ロ
コ
モ
の
原
因

　

二
つ
に
分
け
て
考
え
ま
す
。
一
つ
は
変
形
性

関
節
症
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
、
脳
卒
中
に
よ
る

神
経
障
害
な
ど
加
齢
に
伴
う
様
々
な
病
気
が
あ

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能

の
衰
え
で
す
。
筋
力
低
下
、
持
久
力
低
下
、
反

応
時
間
や
運
動
速
度
が
遅
く
な
る
、
手
先
の
運

動
能
力
の
低
下
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
低
下
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
ロ
コ
モ
の
診
断
（
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
）

　

７
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
、
一
つ
で
も
あ
て
は
ま
れ

ば
ロ
コ
モ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

○
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
。

○
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
。

○
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で
あ
る
。

○
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い
。

○
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い
（
約
１
㎞
）。

○
２
㎏
程
度
の
買
い
物
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳

パ
ッ
ク
２
本
程
度
）
を
し
て
持
ち
帰
る
の
が

困
難
で
あ
る
。

○
家
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃
除
機
の
使
用
、
布

団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
が
困
難
で
あ
る
。

◎
ロ
コ
モ
の
予
防

　

身
体
機
能
の
衰
え
に
は
気
づ
か
な
く
て
も
、骨
、

関
節
、
筋
肉
の
機
能
の
衰
え
は
４
０
代
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。ロ
コ
モ
を
意
識
し
、運
動
、栄
養
、

休
養
を
心
が
け
る
こ
と
が
将
来
の
要
介
護
状
態
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
誰
で
も
ロ

コ
モ
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
ロ
コ
モ
を
進
行
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
た

め
に
も
専
門
家
と
相
談
し
な
が
ら
体
力
の
衰
え
を

少
し
で
も
予
防
す
る
方
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
病

院
で
は
歩
行
能
力
に
応
じ
た
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
ロ
コ
ト
レ
）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

院
長　

古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


